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（１） 弥生時代後期中葉（紀元 2～3 世紀）の熊本県下扇原遺跡の住居跡から出土したベンガラサンプ















および Si を少量含有する。微生物由来酸化鉄の 900℃加熱材を比較試料として微細構造や磁気
特性の測定結果から，両者は多くの共通した特徴を有していることを見出した。 
  
同氏の成果は，発表論文 1 編，口頭発表 3 件（国際会議での発表 1 件を含む）である。 
 
以上の様に，同氏の研究はこれまで詳細が不明であった 3 種類の古代ベンガラの特徴解明と原料や作
製方法の推定について材料科学的なアプローチから迫る挑戦的研究であって，その成果は学術上極めて
優れているのみならず，今後のナノ材料の開発へ大きな指針を提示するものであることから高く評価で
きる。 
よって，本論文は学位（博士）論文として十分に値する。 
